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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

司会：田中 俊徳 准教授 （Q-AOS研究推進コーディネーター）

タンデム学習とは異なる言語を母語とする２人がパートナーと

なり、互恵性と学習者オートノミーを原則として、互いの得意

な言語や文化を学び合う学習のことです。もとは 1960 年代後

半にドイツとフランスで行われたものですが、その後、欧州統

合に伴う言語政策や当時主流だった言語学習法・教授法の影響

を受けながら発展し、1990 年代頃から様々な国に広がり、外

国語学習に幅広く活用されるようになっています。日本におい

ても、近年、国際化の推進と言語教育における自律的学習への

注目を背景に、高等教育機関を中心にタンデム学習が実践され

るようになってきています。

本セミナーでは、タンデム学習とはどのようなものかを紹介し

た上で、その学びの効果と課題についてお話しします。今後、

日本社会では多文化共生の推進がますます重要になっていくと

思われます。本発表を通して、様々な教育現場におけるタンデ

ム学習の今後の可能性について皆さんと考えたいと思います。
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兵庫県出身。2008 年にお茶の水女子

大学文教育学部を卒業。大阪大学文学

研究科で日本語教育学を専攻し、2014

年に博士号（文学）を取得。その後、

同年 9 月に九州大学留学生センターに

講師として着任し、2020 年 10 月より

現職。

現在、九州大学の学部留学生のための

日本語コース（Japanese Language 

Courses：JACs）のコーディネーター

を務め、外国人留学生への日本語・日

本文化の教育と研究に取り組んでいま

す。また、2008年より日本の大学キャ

ンパス内での対面式タンデム学習と、

日本ードイツ間での Eタンデムの実践・

研究を行なっています。
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